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研究成果の概要（和文）：過去のコクランレビューを網羅的に収集し検討した結果、理学療法に関する
conclusive evidenceはまだまだ少なく、さらなる研究が必要であることが分かった。リハビリテーション関連
システマティックレビューに挑戦してみたい研究者を募集し、研究計画立案から出版までを包括的にサポートし
た結果、コクランレビューを含む10編近くのシステマティックレビューを出版することができた。学会のレジス
トリーデータベース等を用い、リハビリテーション領域におけるリアルワールドリサーチに関するサポート活動
を行い、リハビリテーション提供状況に関する地域間格差、エビデンス診療ギャップを明らかにすることができ
た。

研究成果の概要（英文）：As a result of a comprehensive collection and review of past Cochrane 
reviews, we found that there is still little conclusive evidence on physiotherapy and that further 
research is needed. We recruited researchers who wanted to challenge rehabilitation-related 
systematic reviews and provided comprehensive support from research planning to publication. We 
published nearly 10 systematic reviews, including a Cochrane review. We provided support for 
real-world research in the field of rehabilitation using the registry database of the Japan Society 
for the Study of Rehabilitation Medicine, and were able to identify regional disparities and 
evidence practice gaps in rehabilitation provision.

研究分野：リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
リハビリテーション医学は他医学領域に比べ、まだまだエビデンスの整備がなされていない領域である。共通の
手法を用いた系統的な文献レビューを実施できるフレームワークを構築し、系統的文献レビューを実施できるリ
ハビリテーション関連職種を育成できたことは、今後のリハビリテーション領域におけるエビデンス整理の促進
に貢献するものと考える。データベースを用いた研究によって、日本のリハビリテーション領域におけるエビデ
ンス診療ギャップが大きいことを明らかにした。本結果より、今後取り組むべきリハビリテーション医療政策上
の課題を整理することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
リハビリテーション医学は他医学領域に比べ、まだまだエビデンスの整備がなされていない領
域である。近年診療ガイドライン作成に際し、系統的文献レビューが必須とされるようになった
が、系統的レビューを正しく実施できるリハビリテーション関連職種の人材はまだまだ数が少
ない現状がある。実際、系統的な手法を用いたリハビリテーション医学に関連する文献レビュー
や費用対効果解析は、日本においてほとんど行われていない。こうした閉塞した状況を打開し、
日本のリハビリテーション医学領域におけるエビデンス構築を他分野に伍して持続的に続けて
いくために、共通の手法を用いた系統的な文献レビュー研究を実施するフレームワーク構築が
不可欠である。 
世界的には、系統的文献レビューによるエビデンスの収集と構築を推進する機関であるコク
ラン共同計画が発足、文献検索や文献の質評価等を強力にサポートすることで優れた系統的レ
ビューが続々と量産されるようになった。そしてついに 2016年、コクランリハグループがイタ
リアにて発足し、リハビリテーション医学領域のコクランレビューの機運が高まっている。日本
でもコクラン日本支部が 2017年に法人化し、日本においてもリハ医学関連の系統的レビューを
行う下地は整ってきている。 
リハ医学領域における系統的文献レビューの実施基盤を整備し、実施することができれば、リ
ハビリテーション医学領域におけるエビデンスを網羅的に整理することができ、今後優先的に
実施すべきリハビリテーション医学研究を明らかにすることができると考える。 
また他の領域では、臨床研究によるエビデンスがかならずしも現場で実践されていない、いわ
ゆるエビデンス・プラクティス・ギャップの存在が問題視されるようになっているが、日本のリ
ハ領域のおいてはこの問題がほとんど注目されていない。構築したエビデンスをもとに、リハビ
リテーション領域におけるエビデンス・プラクティス・ギャップを明らかにすることは、日本の
リハ医療の質向上のための具体的な対応策を検討するうえで有用だと考える。 
 
２．研究の目的 
統的文献レビューを網羅的に収集・分析したのち、さらに必要なリハ医学関連系統的レビューを
実施・サポートすることで、日本のリハビリテーション医学関連系統レビューに関する実施体制、
人材育成を促進するとともに、エビデンスや今後優先的に取り組むべき研究課題について総括
することを目的とする。さらに、リハビリテーション医学関連領域におけるエビデンス・プラク
ティス・ギャップを明らかにすることで、取り組むべきリハビリテーション医療政策上の課題を
整理する。 
 
３．研究の方法 
（1）リハビリテーション医学関連領域におけるコクランレビューの結論を網羅的にレビューす
る。 
理学療法、作業療法、言語療法の 3分野におけるコクランレビューを網羅的に検索、抽出し、対
象疾患、介入、アウトカムを整理し、確固とした結論が出ているかどうか（conclusive evidence
の有無）を整理する。そしてコクランレビュー以外の系統的レビューも参考にしながら、更に系
統的レビューを行うべきリサーチクエスチョンをリストアップする。3年以内にコクランレビュ
ーが出版・更新されているテーマに関しては今回、追加での系統的レビューは行わないこととす
る。 
 
（2）急性期・回復期・維持期におけるリハの効果のエビデンスを整理する。 
各疾患に対するリハビリテーション効果に関する系統的文献レビューを実施する。まず本研究
に協力可能な研究者を広く募り、登録する。レビューの実施は 2人以上で行うこととし、必要に
応じてレビュアーの紹介・マッチングを行う。系統的レビューの手法についてはワークショップ
や e-learning を通じて学習して頂き、テーマの選択、研究計画立案をサポートする。実際の登
録作業などに関しては必要に応じてオンライン指導など行う。文献スクリーニングやデータ抽
出、統計解析に必要なソフトウェアの操作法に関して指導を行う。スクリーニング作業は手間と
時間のかかる作業であるため、人工知能を搭載した文献スクリーニングソフト（Rayyan等）を
活用することで研究協力者の負担の軽減を狙う。そして研究成果の出版までを包括的にサポー
トする。 
 
（3）エビデンスの総括を公開し、エビデンスと実臨床との乖離を明らかにする。 
確固としたエビデンスのあるリハビリテーション介入については、それが実際の臨床現場でど
れくらい実施されているか、日本リハビリテーションデータベースや多施設DPCデータベース、
レセプト情報・特定健診等情報データベース等のリアルワールドデータを用いて検証し、エビデ
ンスと実臨床との乖離（エビデンス・プラクティス・ギャップ）を明らかにする。 
 
 



４．研究成果 
（1) 2008年から2017年の間に出版された理学療法関連領域コクランレビューを網羅的に検索、
抽出し、対象疾患、介入、アウトカムを整理し、確固とした結論が出ているかどうか（conclusive 
evidence の有無）を整理した。283 件のコクランレビューが抽出された。結論の出ているコクラ
ンレビューは 16件（5.7％）に過ぎなかった。結論の出ているコクランレビューは、そうでない
レビューに比べ、選出された臨床研究数、参加症例数、共に多かった。結論の出ているコクラン
レビューは年々増加傾向にあることが分かった。理学療法に関する conclusive evidence はま
だまだ少なく、さらなる研究が必要であることが分かった。 
 
（2) リハビリテーション関連システマティックレビューに挑戦してみたい研究者を募集し、研
究テーマを相談した。レビューの実施は 2 人以上で行うこととし、研究計画立案をサポート、
PROSPERO へ登録を行った。文献スクリーニングやデータ抽出、統計解析に必要なソフトウェア
の操作法に関して指導を行った。スクリーニング作業は手間と時間のかかる作業であるため、人
工知能を搭載した文献スクリーニングソフト（Rayyan 等）を活用することで研究協力者の負担
を軽減した。そして研究成果の出版までを包括的にサポートした。Systematic Review Work 
Shop-Peer Support Group というシステマティックレビューサポートグループでもメンターとし
て指導を行った。急性期入院患者に対する作業療法士による退院前訪問指導の効果に関するレ
ビュー、急性期脳卒中リハビリテーション患者に対する栄養介入効果に関するレビュー、ボツリ
ヌス療法とリハビリテーションとの併用療法に関するレビュー、経管栄養患者に対する半固形
栄養剤の有効性に関するレビュー、急性期リハビリテーション入院患者に対する栄養療法に関
するレビュー、ボツリヌス療法とリハビリテーションとの併用療法に関するレビュー、嚥下障害
患者の栄養評価に関するスコーピングレビュー、大腿骨頸部骨折に対する栄養療法の有効性に
関するレビューなどを発表した。また、脳卒中後後遺症に対する末梢磁気刺激療法に関するコク
ランレビューを出版、心臓リハビリテーションに関するコクランレビュー、脳卒中に対する栄養
療法のコクランレビューのタイトル登録に成功した。 
 
（3) DPC データ、リハビリテーション栄養学会のレジストリーデータベース等を用いたリハビ
リテーション領域におけるエビデンスプラクティスギャップに関する研究、リアルワールドリ
サーチに関する研究のサポート活動を行った。嚥下調整食の有効性に関する報告、大腿骨頸部骨
折、胃がん、間質性肺炎患者における Body Mass Index が予後に与える影響に関する報告、間質
性肺炎や圧迫骨折に対する早期リハビリテーションの有効性に関する報告、低栄養が誤嚥性肺
炎患者の予後に与える影響に関する報告、ポリファーマシーが脳外傷患者の予後に与える影響
に関する報告を出版した。NDB オープンデータを用い、心臓リハビリテーション実施に関する地
域間格差、エビデンスプラクティスギャップの大きさに関する検討を行い、それが心リハ指導士
数や外来へのアクセス性などに関連していることを明らかにした。また、リハビリテーション全
体に関する地域間格差、エビデンスプラクティスギャップに関し検討を行い、それが何に起因し
ているのかを探索的に検討した。 
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